
PEM32-P12 会場:コンベンションホール 時間:5月 23日 17:15-18:15

Akebono衛星による衛星電位-電子密度特性の調査
Study on characteristics of relationship between Akebono satellite potential and electron
density
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これまでの研究で磁気圏や太陽風領域において衛星電位と電子密度の関係が調査され、両者の間には良い相関が見出
されている。しかし、電離圏、プラズマ圏、および放射線帯などの電子密度が 1 /ccから 107/cc以下の領域での衛星電位
を用いた調査は行われていない。そこで本研究では、上記の領域を主に観測しているあけぼの衛星を用いて衛星電位-電
子密度特性を調査する。あけぼの衛星において、衛星電位はバイアス電流の印加されたプローブと衛星との間の電位差
を計測することで得られる。1989年 5月 1日から 1990年 8月 31日までの期間ではプローブにバイアス電流が印加され
ている。この期間における衛星電位と電子密度の関係は調査済みだが、その他のバイアス電流が印加されていない期間
では調査がされていない。バイアス電流が印加されていない期間において、衛星電位と電子密度の間に良い相関がある
場合があることがわかっている。そこで、バイアス電流が印加されていない期間において、良い衛星電位-電子密度特性
が得られる場合の衛星周辺のプラズマ環境を調査する。これにより、衛星電位から電子密度を推定することができる領
域が拡大し、これまでに得ることができなかった領域の電子密度を得ることができると考えられる。
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